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立大学大学院農学研究科博士課程修了。
エゾシカ研究で博士（獣医学）。野生動
物と人との軋轢軽減をテーマに、イヌワ
シの生息地保全やカワウの個体数管理に
携わり、行政・研究者・地域をつなぐ実
践的なワイルドライフマネジメントに取
り組んでいる。
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ロジェクト」担当。人工林の自然林復元やイヌ
ワシ保全、地域づくりや環境教育を推進。宮城
県・長野県のイヌワシ、四国のツキノワグマ、
国際サシバサミット運営等、絶滅危惧種の保全
と地域づくりを推進。林野庁林政審議会委員、
東北森林管理局保護林管理委員会委員等。
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元会長。2012 年に信州大学を退職。現在、
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人身事故や農林水産業被害、生態系への悪影響など、野生動物による様々な問題が全国
各地で噴出。その保護管理に携わる都道府県や市区町村の担当者は、十分な支援が得ら
れず孤軍奮闘しています。多くの地域が専門的知識や経験を持つ人材（ワイルドライフ
マネジャー）を必要としています。当財団はこうした事態を予見した知床の有志が中心
となり、専門的人材養成を行う高等教育機関をつくる「知床自然大学院大学設立財団」
として2013年に発足。世界自然遺産知床は専門教育を行うための最適なフィールドで、
科学的野生生物保護管理の先進地なのです。2016 年から始まった知床ネイチャーキャ
ンパスはこの地の利を生かし、ワイルドライフマネジメントの第一線で活躍されている
専門家・大学教員・実務者が講師を務め、講義・現地実習・グループワークなどで構成
する教育プログラムです。2025 年 4 月には名称を変更し公益財団法人知床自然アカデ
ミーとして新たなスタートを切りました。知床ネイチャーキャンパスに加え、新たなオ
ンライン講座として「実践 野生動物管理学」「希少種の保護管理」を実施。今後さらに充実した教育プログラムを提供して参ります。


